
国有林野 事業の取組

国有林野
事業の取組

東北森林管理局

子どもたちの未来を育む
森林環境教育

　

東
北
森
林
管
理
局
管
内
の
国
有
林
は
、
世
界
自

然
遺
産
の
白
神
山
地
や
日
本
三
大
美
林
で
あ
る「
秋

田
ス
ギ
」「
青
森
ヒ
バ
」な
ど
多
様
な
姿
を
見
せ
て
い

ま
す
。
同
局
は
、
こ
う
し
た
特
色
を
活
か
し
、
子

供
か
ら
大
人
ま
で
森
林
や
林
業
に
対
す
る
国
民
の

理
解
が
深
ま
る
よ
う
、「
遊ゆ

う
ゆ
う々

の
森
」を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
森
林
環
境
教
育
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

自
然
豊
か
な
森
林
や
木
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
森
林
環
境
教

育
で
は
、
教
育
機
関
が
、
子
供
た
ち
の「
生
き
る
力
」

を
育
む
体
験
学
習
等
の
場
と
し
て
森
林
の
幅
広
い

活
用
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
森
林
を
身
近

に
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
遊
び
、
植
生
調
査
や
野
生

動
植
物
の
観
察
等
の
森
林
学
習
、
植
林
や
枝
打
ち

等
の
林
業
体
験
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▲▼ゲストティーチャーとして授業を行う局職員
（秋田大学教育学部附属小学校で）

▼遊々の森での植林
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拡
が
る
活
動
の
場

　
「
遊
々
の
森
」は
、
学
校
、
地
方

公
共
団
体
、
N
P
O
な
ど
と
森
林

管
理
署
が
協
定
を
結
び
、
子
ど
も

た
ち
が
様
々
な
体
験
活
動
や
学
習

活
動
を
行
う
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て

国
有
林
を
利
用
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
林
業
体
験
、
野
生

動
植
物
の
観
察
、
隠
れ
家
つ
く
り

な
ど
森
林
の
中
で
遊
び
、
学
ぶ
活

動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
人

格
形
成
や
幅
広
い
知
識
の
習
得
に

役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

東
北
森
林
管
理
局
管
内
に
は
、

平
成
14
年
に
三
陸
中
部
森
林
管

理
署
管
内
の
岩
手
県
大
槌
町
に
第

１
号
の「
遊
々
の
森
」が
設
定
さ
れ

て
以
来
、
現
在
42
箇
所（
約
16
百

㌶
）あ
り
ま
す
。
各
森
林
管
理
署

で
は
、
活
動
に
対
す
る
助
言
の
ほ

か
、
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
、

指
導
者
の
紹
介
な
ど
の
情
報
提
供

を
行
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
く
安
全
に
活
動
で
き
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

副
読
本「
東
北
の
森
林
と
遊
ぼ
う
」

　

東
北
森
林
管
理
局
独
自
の
取
り

組
み
と
し
て
、
平
成
21
年
、
子
ど

も
た
ち
に
森
林
・
林
業
に
つ
い
て

楽
し
く
学
ん
で
も

ら
い
、
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
社
会

科
の
副
読
本「
東
北

の
森も

り林
と
遊
ぼ
う
」

を
作
成
し
て
管
内

（
福
島
県
を
除
く
東

北
５
県
）の
全
て
の

　副読本の作成・配布は、市町村有志協
議会等の各種会議において紹介するなど、
幅広く普及に努めました。これまで31校
から追加配布の依頼があるなど好評を得
ています。
  また、秋田市内で行われた東北社会科
研究会では、この副読本を活用して秋田
大学教育学部附属小学校５年生が『木の
国秋田～わたしたちと森林とのかかわり
～』と題した発表を行いました。この発表
に先立ち、事前学習のため同小学校から
依頼を受けた局職員２名が社会科ゲスト
ティーチャーとして、秋田県における森林
の状況や取組み、林業従事者の変化、今
後の林業の展望や課題等について１時間
の講義を行いました。
　後日、担任の先生から「「木の国秋田で
は、森林がどのように育てられ、守られて
いるのだろう」という観点で学習しました。
森林が環境保全に欠かすことのできない
重要な役割を果たし、自分たちの生活と
深く結びついていることを実感させて、自
然とのかかわり方を考え、「木の国秋田」の
創造に貢献できる子どもを育てたい」と感
想が寄せられました。
  このほかにも、管内では初めての「古事
の森」、「社会貢献の森」づくりを行って
います。東北森林管理局では、引き続き
自然とふれあう機会を通じて多くの人々、
特に子どもたちに森や木の素晴らしさを
実感して、森林を身近に感じてもらえるよ
う、地域のみなさんと協働し、東北らしい

「森林環境教育」に取り組んでいきます。

小
学
校
に
配
布
し
ま
し
た
。

  

こ
れ
は
、
小
学
５
年
生
の
社
会

科
の
教
科
書
に
森
林
・
林
業
に
つ

い
て
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

高
学
年
を
対
象
と
し
た
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。
東
北
地
方
の
森

林
の
特
色
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、

イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
用
し
て
わ
か
り
や
す
く
な
る
よ

う
工
夫
し
て
お
り
、
①「
森
林
の

す
が
た
」②「
森
林
の
は
た
ら
き
」

③「
森
林
は
地
球
を
守
る
」④「
国

民
参
加
の
森
づ
く
り
」⑤「
森
林
を

育
て
よ
う
」⑥「
森
林
を
つ
く
ろ
う
」

⑦「
森
林
を
守
ろ
う
」⑧「
木
材
を

使
う
」の
８
項
目
か
ら
な
り
ま
す
。

ま
た
、
先
生
た
ち
に
も
積
極
的
に

森
林
環
境
教
育
を
進
め
て
も
ら
え

る
よ
う
、
そ
の
狙
い
や
、
指
導
の

ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
記
述

し
た
解
説
編
も
作
成
し
配
布
し
ま

し
た
。

反 響 は 上 々
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